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流通とＳＣ・私の視点 

2014 年２月 28 日 
 

ＳＣのアンカーテナントとは何か(その２)!! 

（｢SC JAPAN TODAY｣2013 年 12 月号の六車秀之の掲載原稿を加筆して作成） 

（流通とＳＣ・私の視点 1787 より続く） 
 

しかし、今、アメリカでも日本でも多核モール型ＲＳＣが当たり前化(必要だけど成長ベクトルにはなら

ないこと)し、消費者は新たな核要素を潜在的に求めている。それが、「レジャー性」「エコロジー＆ロハス

性」「カルチャー＆アート性」である。 

ＳＣは飽和期(一通りＳＣは行き渡った段階)から、次の消費者の欲求レベルであるＳＣの成熟期に向かっ

ている。ＳＣの成熟期は、ＳＣの多様化の時代である。ＳＣの多様化による棲み分けの度合いの違いが、ア

メリカでは小売り販売額に占めるＳＣの売上比率が 61.0％に対し、日本は 20.5％でしかない結果となって

いる。この棲み分け度合いがアメリカは日本の３倍高い結果になっているのである。 

日本もＳＣの成熟期はＳＣの多様化が進み、その結果、核要素の多様化も必然的に起こる。アメリカでは

核店及び核店以外の核要素の多様化が進み、１つのマーケットの中で自ＳＣのみの魅力を打ち出すことによ

る棲み分けが可能であるが、日本においても今後は核店の多様化や核店以外の核要素の多様化が今後急速に

展開されることになる。 

２．ＳＣの多様化と相反する購買動機の融合 

性格の異なる業態の複合体であるＳＣの集客及び売上確保の基軸となる役割を持つテナントを「アンカー

テナント」と呼ぶ。 

ＳＣの成熟期(日本では 2015 年以降)は、ＳＣの業態の多様化であり、ＳＣの多様化はアンカーテナント

の多様化にも直結する。 

アンカーテナントの多様化を導く多核モール型ＳＣは概念的に次のように「４つの方向性」「６つの異質

型動機の融合」が存在する。 

＜図表２＞ＳＣの多様化の４つの方向と６つの融合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（流通とＳＣ・私の視点 1789 へ続く） 

(株)ダイナミックマーケティング社
＋６

 

代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

視点(1788)  

（ＳＣ理論編） 

 

ハイライフ志向

のＳＣ
(高級志向・

高感性志向のＳＣ)

スタンダード型

ＳＣ

バリュー志向の

ＳＣ
(価格志向のＳＣ)

ライフス

タイルセンター・

タウンセンター

志向のＳＣ
(住民志向のＳＣ)

レジャー・

リゾート志向

のＳＣ
（遊び志向のＳＣ）

④異質型購買動機の融合 ①異質型購買動機の融合

③異質型購買動機の融合 ②異質型購買動機の融合

③
多

様
化
方

向

②多様化方向④多様化方向

①
多

様
化
方
向

購
買

動
機
の

融
合

⑤
相

反
す
る

購
買

動
機
の

融
合

⑤
相

反
す
る

⑥相反する

購買動機の融合
⑥相反する

購買動機の融合


